




















年度の受講者は、〔プラクティスコース〕は 1 名、〔アドバンスコース〕は 0 名であり、本研究
は、2012年度看護研究支援事業〔ベーシックコース〕の受講者の理解状況を調査し、学習プロ
グラムの評価及び次年度以降の改善点を明らかにすることを目的とした。
2．研 究 方 法




2） 調 査 期 間
　2012年 5 月15日～2012年10月16日
　『看護研究支援事業（ベーシックコース）』は、表 1 のように、 7 回の学習テーマに分けて実施
した。









回数 時間 学習テーマ 学習内容 形態































































個人申込数 3 3 3 7 3 2 3
施設申込数 63 63 63 63 63 63 63
受講者合計 66 66 66 70 66 65 66
回答者数 55 56 45 48 32 36 22
































































論理的思考、その意味 22 前提と結論が矛盾しないこと 16
何となくイメージでわかる 4 言葉と言葉が関連していること 10









どのようなものが研究と認めてもらえるのか 1 研究の必要性がわかった 6
③研究プロセス
と構造
研究にプロセス、流れ、手順 10 問題意識を整理しテーマを明確にする 8














研究テーマの見つけ方 8 日常業務で問題意識を持つことが大切 14
研究目的が途中でわからなくなる 1 日常業務での疑問、関心を意識する 2
ほとんどわからない 1 不思議を発見すること 6
⑤研究テーマと
は何か
テーマの設定の仕方 18 明らかにしたいことを考える 14










何をどうしたらよいか 3 欲張らない 9
研究テーマを簡単に設定する方法 1 明らかにしたいことをはっきりさせる 8









レビューの意味 15 レビューの意味、意義、目的 16
文献検索の方法 8 文献検索の意義、目的 13





実際に文献検索の方法 16 詳細な検索方法 23
何となくわかる 9 文献検索の種類 6
医学中央雑誌以外の種類 6 シソーラス 2
ほとんどわからない 2 キーワード選択が難しい 1
③文献検索・レ
ビューの方法
レビューの方法 15 文献検索の方法 14
文献検索の方法 6 レビューの方法 8
ほとんどわからない 3 文献ノートの作成の重要性 5
文献の活用方法 1 しっかり文献を読むこと 7
④文献講読の実
際
クリティークの意味、目的 19 よくわからない 10





















研究デザイン 16 研究課題に答えを導き出す方法 15
研究の方法、分析方法 13 研究デザインの種類 17
よくわからない 3 研究の内容によりデザインを選択する 6
研究方法の特徴と使い分け方 2
・質的研究
質的研究とは何か 19 質的研究の特徴 10
質的・量的研究の違い 4 質的研究のデータ収集 9
よくわからない 2 質的研究を用いるケース 2
質的研究はどのように使うか 1
・量的研究
量的研究とは何か 11 量的研究のデータの特徴 13
検定の種類と内容、対象数 4 統計学的有意差検定を行う 11






具体的な倫理的配慮 10 倫理的配慮の意義、重要性 20
あまり深く考えたことがない 5 研究倫理で必要な視点 11
個人情報保護の具体的方法 3 人権擁護、プライバシーの保障 7
何もわからない 1 研究倫理の組織化 3
②研究倫理委員
会とは
研究倫理委員会を知らない 8 研究倫理委員会の意義、役割、構成 6








研究計画書の意義 3 研究計画書の意義 34
研究計画書の具体的な内容、書き方 22 研究計画書の考え方 5






論文の種類とその特徴 14 論文の種類 15
②研究論文の構
造とその内容
論文の構成 5 論文の構成とその内容 20
論文の構成の順番 4 目的を常に意識する 3
図表 3 結果にないことは考察できない 3
わからない 2 タイトルは論文の顔 3
③引用文献と参
考文献
文献の記載方法 6 文献の出所 9
引用文献と参考文献の違い 3 文献を記載する意義 7





わからない 4 発表の種類と特徴 4
公表の意義 2 公表の意義 9






まとめ方』の 5 つの学習テーマは、理解できたという回答が 7 割以上で、ベーシックコースで
設定した学習内容は、概ね理解されたといえる。しかし、『文献検索』の④文献講読の実際、
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